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Expression of inhibins,activins,insulin-like growth factor-I and steroidogenic enzymes in the equine placenta

 

KY.Arai Y.Tanaka H.Taniyama N.Tsunoda et al
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A.Sato S.Nakamura N.Kawai M.Asakawa et al
 

Jpn.J.Zoo Wildl.Med.,
2005，10⑴：35-38

Drug resistance and pulsed-field gel electrophoresis patterns of Lactococcus garivieae isolates from cultured Seriola (yellowtail,amberjackandkingfish)

M.Kawanishi A.Kojima H.Esaki Y.Tamura et al

 

Letters in Applied Mi-
crobiol.,
2005，40：322-328

Species-independent detection of RNA virus by representational difference analysis using non-
ribosomal hexanucleotides for reverse transcription

 

D.Endoh T.Mizutani R.Kirisawa M.Hayashi et al
 

Nucleic Acids Res.,
2005．4，33

Uterine region-dependent difference in responsive ness to prostaglandins in the non-pregnant porcine myometrium
 

T.taneike T.Kitazawa
 

Prostaglandins & other lipid mediators
2005．1，75（1-4）：105-122

-

Expression and distribution of monocarboxylate transporter 1(MCT1)in the gastrointestinal tract of calves

 

D.Kirat H.Inoue H.Iwano H.Yokota H.Taniyama S.Kato et al

 

Res.Vet.Sci.,
2005．8，79⑴：45-50

A preliminary report of parasitological and mi crobiological survey of free ranging Japanese maca ques (Macaca fuscata (Blyth)) in Boso Peninsula,
Japan

 

A.Satoyoshi H.Taniyama M.Tuji K.Hagiwara Y.Muramatsu M.Asakawa et al

 

The Natural History J. of Chulalongkorn Univ.,
2005，1：106

-
-

Preliminary report on prevalence of the parasitic helminths obtained from pet primates transported into Japan
 

Y.Yokoyama T.Inaba M.Asakawa
 

The Natural History J. of Chulalongkorn Univ.,
2005，1：119

Muscular contractions in the zebrafish embryo are necessary to reveal thiuram-induced notochord dis tortions

 

H.Teraoka S.Urakawa S.Nanba T.Hiraga et al
 

Toxicol.Appl.Pharmacol.,
2005．6-

Zebrafish as a model vertebrate for investigating chemical toxicity
 

AJ.Hill H.Teraoka W.Heideman RE.Peterson
 

Toxicol.Sci.,
2005．1，86：6-19

Molecular characterization and functional expres sion of equine interleukin-1 type I and type II rece ptor cDNAs

 

R.Kirisawa N.Hashimoto K.Hagiwara H.Iwai et al

 

Vet.Immunol.Immunopath ol
2005．9

-
-

-

Monocarboxylate transporter 1(MCT1)in the liver of preruminant and adult bovines

 

D.Kirat H.Inoue H.Iwano H.Yokota H.Taniyama S.Kato

 

Vet.J.,2005
2005．8

Detection of cone dysfunction induced by digoxin in dogs by multicolor electroretinography  Y.Izumisawa  Vet.Ophthalmol.,
2005，8⑹：407-413
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The role of IFN-g in cattle infected with Theirelia sergenti

 

K.Hagiwara R.Kirisawa C.Ishihara H.Iwai M.Tsuji et al

 

Vet.Parasitol.,
2005．1，127⑵：105-110

Enzootic intranasal tumour virus infection in appar ently healthy sheep in Japan

 

M.Okamoto T.Kurosawa T.Nakade R.Kirisawa H.Taniyama et al

 

Vet.Rec.,
2005．7，157⑷：118-120

-

複数の自動搾乳機を1乳牛群で利用した際の乳牛の進
入行動と自動搾乳機の稼動状況―1導入経営の事例か
ら―

時 田 正 彦
森 田 茂
和 田 八十治

Anim.Behav.Management
2005．7，41⑵：113-121

先住民の健康向上のための食システム研究；沙流川流
域のアイヌ民族のケース

石 井 智 美
岩 崎 まさみ
井 上 博 紀
岩 野 英 知
et al

 
CINE Report，北海学園大学
2005．3，1-38

沖縄のジュゴン個体群とジュゴン猟の復元にむけて 大泰司 紀 之 ECOSOPHIA 昭和堂
2005，15

マグネシウムイオンの鎮静作用を利用した新しい活輸
送技術の提案

舩 津 保 浩
川 崎 賢 一
阿 部 宏 喜
臼 井 一 茂
仲手川 恒

New Food Industry
2005．1，47：1-8

哺乳類学の最前線―第9回国際哺乳類学会議（IMC9）
の開催 大泰司 紀 之 UP，東京大学出版会

2005．6，6（392）

イネの浮遊葯培養における葯密度の低下およびカルス
に付着した液体培地除去による培養効率の向上 岡 本 吉 弘 育種学研究

2005．6，7⑵：103-111

凍結精液の融解法が牛精子の運動性に及ぼす影響 小 山 久 一 家畜人工授精
2005．11，231：29-32

北海道知内高等学校生の食嗜好に関する調査報告 石 井 智 美 教育・研究の推進を目指して
2005．5，254-276

雑草からみた牧草地の状態―チモシー草地とアルファ
ルファ草地の比較― 小 阪 進 一 グラース，北海道草地協会

2005．1，49⑵：3-5

流域圏生態系保全のための GIS―河川ネットワーク
の解析技術―

亀 山 哲
福 島 路 生
島 崎 彦 人
高 田 雅 之
金 子 正 美

滋賀県琵琶湖研究所記念誌
2005．3， ：344-346

食肉製品の品質：結着性を中心に 鮫 島 邦 彦 食肉の科学
2005．11，46⑵：161-168

ヒット食品の戦略上の分類と特許出願件数：ヒットは
ニーズの発掘から 本 田 芳 彦 食品と開発

2005．9，40⑼：74-80

酪農通し人類の福祉向上に 安 宅 一 夫 全私学新聞
2005．4，1

北海道における河川・流域環境の変遷―直線化による
河川環境の均質化について

福 島 路 生
岩 館 智 寛
金 子 正 美
矢 吹 哲 夫
亀 山 哲

地球環境
2005，10⑵：135-144
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東京圏における人口変化（明治～現在）の空間分析
―1891年徴発物件一覧表および DEM データを用い
て―

藤 田 和 史
村 山 祐 司
森 本 健 弘
山 下 亜紀郎
渡 邉 敬 逸

地理情報システム学会講演論
文集
2005．10，14：61-66

耕作放棄と自然・社会環境の相互関係―GISと農業集
落カードを結びつけて―

森 本 健 弘
村 山 祐 司
山 下 亜紀郎
藤 田 和 史
渡 邉 敬 逸

地理情報システム学会講演論
文集
2005．10，14：319-324

河川と人間居住の空間的相互関係―那珂川流域と荒川
流域における明治期と現代の比較―

山 下 亜紀郎
村 山 祐 司
森 本 健 弘
藤 田 和 史
渡 邉 敬 逸

地理情報システム学会講演論
文集
2005．10，14：353-356

GISと DEM を用いた歴史統計の空間分析―明治24
年徴発物件一覧表に記載される関東地方における水車
場の分布―

渡 邉 敬 逸
村 山 祐 司
森 本 健 弘
山 下 亜紀郎
藤 田 和 史

地理情報システム学会講演論
文集
2005．10，14：357-360

自然再生事業を支援する統合自然環境 GISの構築
―神奈川県丹沢大山総合調査の取り組みから―

山 根 正 伸
笹 川 裕 史
吉 田 剛 司
金 子 正 美
et al

地理情報システム学会講演論
文集
2005．10，14：589-592

牛乳の機能性，神秘性を探求する 安 宅 一 夫 デーリィマン
2005．3，55⑶：17

夏休みジュニアスクール 牛―人―ミルク 牧場を支
える人達 新 名 正 勝 デーリィマン

2005，8，55⑻：56-57

道央多雪地帯における秋播性ライコムギ・ライムギの
初冬期播種栽培の可能性

義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦

日本育種学会・日本作物学会
北海道談話会会報
2005．12， ：37-38

植物エキス発酵液の抗酸化性とアルコール性胃粘膜障
害の抑制効果

岡 田 秀 紀
工 藤 雄 博
小野寺 秀 一
塩 見 徳 夫
et al

日本栄養・食糧学会誌
2005．8，58：209-215

国際シンポジウム〝Automatic Milking―a better understanding―"報告

時 田 正 彦
森 田 茂
小 宮 道 士
畠 山 尚 史
et al

日本家畜管理学会誌
2005，2，40⑷：161-168

新規オリゴ糖，新規オリゴ糖を添加した食品，その製
造方法，及びα-グルコシダーゼの阻害方法

岡 田 秀 紀
山 森 昭
塩 見 徳 夫
小野寺 秀 一
et al

日本国特許庁
特願 2005-152483
2005．5

北海道で多収を示す秋播性ライコムギの乾物生産と受
光態勢―コムギ，ライムギとの比較―

義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦

日本作物学会紀事
2005．9，74（別2）：74-75

北海道で多収を示す秋播性ライコムギの栽植密度反応
―コムギ，ライムギとの比較―

義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦

日本作物学会紀事
2005．9，74（別2）：76-77

北海道で多収を示す秋播性ライコムギの成長解析―コ
ムギ，ライムギとの比較―

義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦
中 司 啓 二

日本作物学会紀事
2005．9，74⑶：330-338

北海道で多収を示す秋播性ライコムギにおける起生期
の窒素追肥反応―コムギ，ライムギとの比較―

義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦
中 司 啓 二

日本作物学会紀事
2005．12，75⑴
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モンゴル遊牧民の食生活と伝統的な食べもの 石 井 智 美 日本砂漠学会誌
2005．6，15：1-7

マルソウダ魚醤油のもろみから分離した Sta phylococcus nepalensisによる黒作りイカ塩辛の臭気
の改良

舩 津 保 浩
深 見 克 哉
近 藤 秀 裕
渡 部 終 五

日本水産学会誌
2005．7，71：611-617

-

ダチョウ・エミュー生産物の食材としての利用―肉お
よび卵の物性と食味特性― 筒 井 静 子

日本ダチョウ・走鳥類研究会
誌
2005．11，⑹：1-10

オーチャードグラスの2番草および3番草生育に重要
な水分供給時期

中 辻 敏 朗
松 中 照 夫
木 曽 誠 二

日本土壌肥料学雑誌
2005．4，76⑵：169-174

連続観察型万歩計を用いた乳牛の発情発見法の有効性

堂 地 修
森 田 茂
泉 賢 一
小 岩 政 照
小 山 久 一
et al

日本胚移植学雑誌
2005．9，27⑶：95-100

季節および卵巣保存液の温度の違いがウシ体外受精由
来胚の発育に及ぼす影響

西 中 千佳子
高 山 修
堂 地 修
小 山 久 一

日本胚移植学雑誌
2005．9，27⑶：101-107

もっと知りたい土のこと（下) 家庭菜園 松 中 照 夫 花新聞，道新スポーツ
2005．1，（115）：22

融解後の低温感作を防ぐにはヒト体温が有効である

上 郷 昌 士
渡 辺 展 子
堂 地 修
小 山 久 一

繁殖技術
2005．3，24⑷：49-51

ウシ凍結精液の融解本数が精子運動能に与える影響

山 崎 崇
山 田 剛 士
堂 地 修
小 山 久 一

繁殖技術
2005．3，24⑷：51-53

フリーストール式自動搾乳牛舎における連続観察型万
歩計を用いた乳用牛の発情発見について

清 実 篤
岸 田 和 美
堂 地 修
小 山 久 一
et al

繁殖技術
2005．9，25⑵：15-17

季節の違いが牛卵巣保存液の温度および体外受精由来
胚の発育に及ぼす影響

西 中 千佳子
堂 地 修
小 山 久 一

繁殖技術
2005．9，25⑵：17-19

人工授精に関するアンケート調査結果報告（その1）

堂 地 修
高 橋 芳 幸
松 崎 重 範
黒 田 裕 教

繁殖技術
2005．12，25⑶：29-34

大学間連携分散自律型：地理データ基盤システムの検
討

高 橋 昭 子
山 下 亜紀郎
白 石 陽
佐 藤 英 人

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，1-15

カタログサーバの概略と仕組み

白 石 陽
高 橋 昭 子
山 下 亜紀郎
佐 藤 英 人
大 橋 智 美

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，16-26
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メタデータの大量作成に関わる技術的要件の整理

高 橋 昭 子
山 下 亜紀郎
佐 藤 英 人
白 石 陽
大 橋 智 美

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，27-50

数値地図シリーズのカタログ情報の作成

山 下 亜紀郎
大 橋 智 美
高 橋 昭 子
白 石 陽
佐 藤 英 人

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，51-58

国勢調査データセットのカタログ情報の作成

佐 藤 英 人
高 橋 昭 子
山 下 亜紀郎
白 石 陽
大 橋 智 美

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，59-69

Zmap Town IIのメタデータの大量作成

高 橋 昭 子
山 下 亜紀郎
佐 藤 英 人
白 石 陽
大 橋 智 美

平成15～16年度科学研究費
補助金（基盤研究Ａ⑴）研究
成果報告書
2005．4，70-82

寒冷地におけるアルファルファ混播草地について 小 阪 進 一 牧草と園芸
2005．9，53⑸：1-6

北海道あか牛枝肉共励会への一考察 新 名 正 勝 北海道あか牛研究会報
2005．7，⑶：8-18

乳牛の糞および子宮頸管粘液の pHと受胎率の関係

野 島 久 治
前 川 巧
堂 地 修
小 山 久 一

北海道牛授精卵移植研究会会
報
2005．8， ：32-38

道央地帯におけるサイレージ用トウモロコシ―ライム
ギ二毛作体系の可能性―ライムギの出穂期前後の乾物
収量に及ぼす播種期，栽植密度の影響―

北 側 恭 仁
義 平 大 樹
唐 澤 敏 彦
小 阪 進 一

北海道草地研究会報
2005．3， ：38

道央地帯におけるサイレージ用トウモロコシ―ライム
ギ二毛作体系の可能性―ライムギの収穫時期およびト
ウモロコシの播種時期が年間合計収量に及ぼす影響―

伊 藤 儀
高 藤 和 正
義 平 大 樹
小 阪 進 一

北海道草地研究会報
2005．3， ：39

道央地帯におけるサイレージ用トウモロコシ―ライム
ギ二毛作体系の可能性―トウモロコシに対する抑制効
果，ライムギの出穂性からみた同時播種体系の可能性
―

高 藤 和 正
伊 藤 儀
義 平 大 樹
小 阪 進 一

北海道草地研究会報
2005．3， ：40

2波長雲レーダによる巻雲の観測

播磨屋 敏 生
桑 田 路 子
千 葉 ゆきこ
et al

北海道大学地球物理学研究報
告
2005．3， ：1-10

防災科学技術研究所大型降雨実験施設の雨滴粒径分布

真 木 雅 之
森 脇 寛
播磨屋 敏 生
et al

北海道大学地球物理学研究報
告
2005．3， ：31-50

雲微物理パラメタリゼーションにおける雨滴粒径分布
推定法の精度評価

橋 本 明 弘
播磨屋 敏 生

北海道大学地球物理学研究報
告
2005．3， ：51-64

ブリスケットボードの設置が搾乳牛の牛床内横臥状況
に及ぼす影響

竹 内 美智子
森 田 茂
干 場 信 司
影 山 杏里奈
et al

北海道畜産学会報
2005．3， ：41-45
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国際応用動物行動学会（ISAE2004）に参加して 森 田 茂 北海道畜産学会報
2005．3， ：85-86

窒素循環から見たバイオガスプラント消化液の効率的
利用法 松 中 照 夫 北海道土壌肥料研究通信

2005．7，51⑴：51-64

モンゴル遊牧民の伝統的な食と家畜の関わり 石 井 智 美 北海道民族学会報
2005．4，⑴：23-36

自動搾乳システムへの乳牛の導入条件が自動搾乳機へ
の牛追い回数に及ぼす影響

森 田 茂
小 宮 道 士
泉 賢 一
干 場 信 司
et al

酪農学園大学紀要
2005．4，29⑵：161-164

牛新生子血清サイトカイン濃度と生後4ヶ月間の疾病
発生状況との関連

平 子 毅
泉 賢 一
黒 澤 隆
萩 原 克 郎
桐 澤 力 雄
岩 井
et al

酪農学園大学紀要
2005．4，29⑵：171-175

イネの浮遊葯培養における培養効率の改善に関する研
究 岡 本 吉 弘 酪農学園大学紀要

2005．4，29⑵：177-212

酪農用風力／太陽光ハイブリッド発電システムに関す
る実験的研究―蓄電池の出力特性―

川 上 克 己
関 和 市
小 宮 道 士

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：1-4

Screening and Isolation of Trehalase-producing Bacteria from a Dairy Farm Drain  K.Muramatsu M.Kikuchi
酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：15-19

The production of a lactitol-hydrolyzing enzyme from Escherichia coli.
K.Muramatsu M.Kikuchi

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：21-25

野幌層丘陵地における飼料作物生産量の実測とそれに
基づく土地面積当り乳生産に関する研究 野 英 二 酪農学園大学紀要

2005．10，30⑴：27-92

Tabanid flies (Diptera:Tabanidae) of the Mahale Mountains National Park,Tanzania,East Africa  H.Sasaki
酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：93-98

異なる生産環境から得られたクリームの脂肪酸組成と
物理化学的特性の比較

陳 英 仁
宗 像 美恵子
薩 如 拉
竹 田 保 之
安 藤 功 一

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：103-110

自動搾乳システムへの乳牛移動後の馴致時における管
理者の介助作業

森 田 茂
泉 賢 一
小 宮 道 士
干 場 信 司
et al

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：111-114

酪農学園大学附属農場における飼料自給率と乳生産

泉 賢 一
上 野 秀 樹
奥 平 武 市
尾 形 仁
尾 崎 邦 嗣
川 岸 孝 博
長 瀬 隆
平 野 敦
松 原 久 夫
名 久 井 忠
新 名 正 勝
野 英 二

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：115-120
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乾燥ホエーの添加がコーンサイレージの発酵品質，め
ん羊の採食性およびルーメン内の分解性に及ぼす影響

柴 山 草 太
泉 賢 一
森 本 健 太
野 英 二
名久井 忠

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：121-126

国産乳用廃用牛肉の加工と利用―おいしい牛丼とハン
バーグステーキを目指して― 筒 井 静 子 酪農ジャーナル

2005．1，58⑴：35-37

実証研究から分かった搾乳ロボットの可能性 小 宮 道 士 酪農ジャーナル
2005．5，58⑸：10-12

乳牛群の行動的特徴と飼養管理 森 田 茂 酪農ジャーナル
2005．6，58⑹：60-61

酪農学園大学・同短期大学部附属農場リポート7附属
農場における飼料自給率 泉 賢 一 酪農ジャーナル

2005．7，58⑺：64-65

アニマルウエルフェアとは―5つの自由・解放という
考え方― 森 田 茂 酪農ジャーナル

2005．9，58⑼：10-12

肉牛は酪農経営の幅を広げる 新 名 正 勝 酪農ジャーナル
2005．10，58⑽：28-30

サイレージの乾物損失の改善を目指して 野 英 二 酪農ジャーナル
2005．10，58⑽：60-61

牛乳・乳製品の調理科学 菊 地 和 美 酪農ジャーナル
2005．11，58 ：16-19

馬乳酒を飲用するモンゴル遊牧民の脂質代謝に関する
検討 石 井 智 美 リポ蛋白研究会誌

2005．3， ：33-35

飼養環境と管理のチェックへの乳牛行動の利用 森 田 茂 臨床獣医
2005．4，23⑷：26-31

生産現場における牛の胚移植の有用性 堂 地 修 臨床獣医
2005．10，23⑽：10-16

第2卵胞発育波誘起後の過剰排卵誘起により採胚成績
が異なる牛の卵胞発育と内分泌動態の比較

佐 藤 太 郎
中 田 健
内 山 保 彦
佐 藤 義 政
中 川 邦 昭

J.Reprod.Dev.,
2005．8，51：95

症例紹介：酪農学園大学附属動物病院（RGU-VTH）
から／酪農学園大学附属動物病院麻酔科2004年度診
療活動の概要

山 下 和 人 Small Anim.Clinic.,
2005．6，140：24-31

人工 ECM の幾何学：チタンウェブ3次元構造体とチ
タン球状粒子集合体への骨進入機構の比較

久保木 芳 徳
中 出 哲 也
江 頭 奈 々
神 保 達 也
et al

顎顔面バイオメカニクス学会
誌
2005，11⑴

動物用抗菌性物質をめぐるヨーロッパの規制状況とわ
が国の対応 田 村 豊 家畜診療

2005， ：213-219

動物用抗菌薬の正しい使い方 田 村 豊 家畜診療
2005， ：533-542

生産動物医療の面からみた牛の寄生虫症対策 福 本 真一郎 健土建民
2005．7

大動物臨床現場における疫学的データの活用と EBM
の応用について 田 口 清 獣医疫学雑誌

2005．6，⑼：5-8

外来齧歯類ヌートリアMyocastor coypusにおける肝
蛭の疫学調査および糞線虫の寄生状況 浅 川 満 彦 獣医寄生虫学会誌

2005，3⑵：37
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ヤンバルクイナ Rallus okinawaeから検出された
Heterakis属線虫（盲腸虫科）

大 沼 学
長 嶺 隆
稲 葉 真 子
浅 川 満 彦
et al

獣医寄生虫学会誌
2005，4⑴：49

小型歯鯨類における上部消化管内視鏡検査 泉 澤 康 晴 獣医畜産新報
2005．1，74-78

ドイツ・ハノーファ獣医科大学で開催された第1回国
際獣医学生大会（wwvc）2005に同行して⑴

永 幡 肇 獣医畜産新報
2005．10，58⑽：820-824

ドイツ・ハノーファ獣医科大学で開催された第1回国
際獣医学生大会（wwvc）2005に同行して⑵

永 幡 肇 獣医畜産新報
2005．11，58 ：917-920

第9回齧歯類生物学国際会議の参加報告 浅 川 満 彦 獣医畜産新報
2005，58：207-211

紐状異物による十二指腸の穿孔に対して腸管内側から
修復を行った犬の1例

星 野 有 希
廉 澤 剛
滝 口 満 喜
奥 村 正 裕
藤 永 徹

獣医麻酔外科誌
2005，36⑴：19-22

腫瘍外科におけるサージカルマージンの理論とその実
際 廉 澤 剛 獣医麻酔外科誌

2005，36⑵：29-35

僧帽弁領域に収縮期心雑音を有する犬に対する放射線
治療時におけるプロポフォール持続静脈内投与を用い
た不動化法の臨床的検討

山 下 和 人
都 築 圭 子
泉 澤 康 晴
廉 澤 剛
et al

獣医麻酔外科誌
2005．12，36⑶：56-61

卵巣結紮部の異物性肉芽腫により腰部瘻管を形成した
犬の1例

富 樫 美 里
中 出 哲 也
中 西 遵
谷 山 弘 行
廉 澤 剛

獣医麻酔外科誌
2005．12，36⑶：63-68

健康牛へのグルコン酸カルシウム皮下注射による血中
カルシウム濃度の推移と注射組織に与える影響

清 水 大 樹
田 口 清
西 川 晃 豊
小 岩 政 照

獣医輸液研究会誌
2005．2，1-5

書評：日本生態学会編「生態学入門」 浅 川 満 彦 生態学ニュースレター
2005，⑹：7

書評「保全生物学―生物多様性のための科学と実践」 浅 川 満 彦 生物科学
2005，57：115

書評「アニマルウエルフェア―動物の幸せについての
科学と倫理」 浅 川 満 彦 生物科学

2005，57：116

酪農場のバイオセキュリティー対策 永 幡 肇 大地
2005．4，260：8-9

畜産物等食品を由来とする人獣共通感染症の発生に係
わる緊急事態に備えた食品の安全性の確保に関する調
査報告書

田 村 豊
柏 崎 守
et al

（社）畜産技術協会
2005

薬剤耐性菌の出現等に関する文献の収集・整理及びそ
の解析調査報告書

田 村 豊
山 口 恵 三
et al

（財）畜産生物科学安全研究所
2005．1

薬剤耐性モニタリング体制 田 村 豊 畜産の研究
2005，59：197-198

動物用抗菌剤の使用状況 田 村 豊 畜産の研究
2005，59：600-602
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乳牛の初乳比重値と IgG濃度

竹 本 忠 義
桜 井 里枝子
植 山 晃
永 幡 肇
et al

畜産の研究
2005．3，59⑶：371-374

第4回 IDF（国際酪農連盟）の国際乳房炎会議の発表
から 永 幡 肇 畜産の研究

2005．10，59⑽：1073-1078

生産者が知っておかなくてはならない衛生・健康管理 永 幡 肇 畜産の研究
2005．12，59 ：1253-1258

なぜ周産期にスポットが当てられているのか？ 佐 藤 博 デーリィ・ジャパン
2005．10，7-9

周産期における生理的変化と周産期疾患 佐 藤 博 デーリィ・ジャパン
2005．10，11-25

馬の腱の損傷程度を反映する血清中Ｉ型コラーゲン架
橋N-末端テロペプチド濃度

保 坂 善 真
樋 口 豪 紀
翁 長 武 紀
植 田 弘 美
竹 花 一 成
et al

日本獣医師会雑誌
2005．3，58⑶：175-179

酪農学園大学野生動物医学センターにおける両生・爬
虫類動物医療に対する教育研究について

浅 川 満 彦
谷 山 弘 行

日本獣医師会雑誌
2005，58：308

北海道の放牧育成牛における血清ペプシノーゲン値と
糞便中の消化管内寄生線虫卵数の調査

及 川 伸
黒 澤 隆
福 本 真一郎
佐 藤 博
et al

日本獣医師会雑誌
2005，58：387-390

酪農学園大学附属動物病院新築の一年と近未来 新 山 雅 美 日本獣医師会雑誌
2005．7，58：439-442

乳牛の組織別コリン量ならびに肝臓のコリン，グリ
コーゲン，トリグリセリド量と肝臓病の関係

佐 藤 博
杉 原 将 治
天 辰 正 秋
河 野 優 子

日本畜産学会報
2005．2，23-28

Ｑ熱に伴う器質化肺炎の一例

小野江 和 之
村 松 康 和
上 野 弘 志
森 田 千 春
田 村 豊
et al

日本内科学雑誌
2005，94：961-963

ウシ子宮に存在する非 adrenaline，非 choline作動性
神経伝達物質の解明

北 澤 多喜雄
畠 山 洋 文
小野寺 秀 一
塩 見 徳 夫
種 池 哲 朗

日本平滑筋学会雑誌
2005．8，9⑵：47-64

卵巣ステージが豚子宮筋の自発収縮活性と薬物反応性
におよぼす影響

北 澤 多喜雄
宮 崎 怜 子
磯 江 源太郎
曹 金 山
種 池 哲 朗

日本養豚学雑誌
2005．12，42⑷：165-177

牛の内・外部寄生虫の生態とその対策 福 本 真一郎 農業共済新聞
2005．7

日本野生動物医学会大会で見た今後の研究動向につい
て 浅 川 満 彦 ふるさとの自然

2005， ：17-22

外来種介在により陸上脊椎動物と蠕虫との関係はどう
なったのか？：外来種問題を扱うための宿主―寄生体
関係の類型化

浅 川 満 彦 保全生態学研究
2005，10⑵：1-10

166 学 術 研 究 発 表 集 録



イヌ眼球模型の制作にあたって 五十嵐 治
竹 花 一 成

北海道獣医師会雑誌
2005，49：11-14

鳥と獣の獣医生態学に関しての新刊書について 浅 川 満 彦 北海道獣医師会雑誌
2005，49：162-163

犬および猫の臨床麻酔例における肺―胸郭コンプライ
アンスとその経時的変化 山 下 和 人 北海道獣医師会雑誌

2005．8，49：308-313

IMC9（第9回国際哺乳類学会）「見どころ，聴きどこ
ろ」（S10，S18，S23，S42の感染症・寄生虫症関連
のシンポジウムの紹介担当）

浅 川 満 彦 哺乳類科学
2005，45：111-137

2004年度に酪農学園大学野生動物医学センターで取
り扱った傷病鳥獣について

上 村 純 平
中 出 哲 也
都 築 圭 子
谷 山 弘 行
浅 川 満 彦
et al

野生動物医学会ニュースレ
ター
2005， ：10-11

野生動物医学修士課程開講10周年記念シンポ―関連
分野への人材供給の足跡

浅 川 満 彦
齋 藤 慶 輔

野生動物医学会ニュースレ
ター
2005， ：13-15

保全医学としての野生動物感染症学の現状―米国動物
園獣医師会・米国野生動物獣医師会・野生動物病理学
会2004年合同大会の演題を例にして

浅 川 満 彦
村 田 浩 一

野生動物医学会ニュースレ
ター
2005， ：16-21

書評：増田隆一・阿部 永編著「動物地理の自然史―生
物多様性の謎を解く―」 浅 川 満 彦

野生動物医学会ニュースレ
ター
2005， ：58

書評：Samuel, W. M 他編「Parasitic Diseases of Wild Mammals第二版」
浅 川 満 彦

野生動物医学会ニュースレ
ター
2005， ：43-45

Research and educational activities of the Wild Animal Medical Center in Rakuno Gakuen Univer sity―Past,Present,and Future
 

M.Asakawa H.Taniyama
酪農学園大学紀要
2005．4，29⑵：145-153-

本学附属農場牛群データを共有するためのWebデー
タベースシステムの構築

遠 藤 大 二
泉 賢 一
及 川 伸

酪農学園大学紀要
2005．4，29⑵：165-170

乳牛の妊娠に伴う末梢血中免疫グロブリン濃度変化と
繁殖障害発症との関連

中 田 健
石 川 行 一
佐 藤 太 郎
森 好 政 晴
澤 向 豊

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：5-14

本邦の動物園展示用クマ類から検出されたクマカイ
チュウ Baylisascaris transfuga（回虫科：線形動物
門）の体部計測値に関する検討

浅 川 満 彦
佐 鹿 万里子
村 田 浩 一

酪農学園大学紀要
2005．10，30⑴：101-103

抗菌性飼料添加物の公衆衛生への影響 田 村 豊 酪農ジャーナル
2005．2，58⑵：16-18

光線過敏症の予防と治療 伊 東 登 酪農ジャーナル
2005．6，58⑹：20-22

乳牛の周産期におけるルーメンバイパスコリンの給与
効果

及 川 伸
枡 井 和 恵

酪農ジャーナル
2005．10，58⑽：24-26

乳房炎の予防 永 幡 肇 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，151-161

浮腫の予防と対策 伊 東 登 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，162-166

代謝障害の予防 伊 東 登 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，167-174

167学 術 研 究 発 表 集 録



施設と器具の洗浄と消毒 伊 東 登 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，194-200

原虫症と寄生虫 浅 川 満 彦 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，228-233

皮膚病と眼病 伊 東 登 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，241-246

抗生物質と耐性菌 伊 東 登 酪農ジャーナル（臨時増刊号）
2005．3，254

乳質向上および乳房炎防除の課題と今後の展開 永 幡 肇 臨床獣医
2005．1，23⑴：27-33

テクニカルニュース［牛の疾病］乳房炎発生率の高い群
と低い群の牛における代謝パラメーターおよび白血球
プロファイル

伊 東 登 臨床獣医
2005．1，23⑴：63

子牛の白筋症

田 口 清
小 岩 政 照
上 西 七重奈
酒 見 蓉 子

臨床獣医
2005．1，23⑴：38-42

プロトセカ乳房炎

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．2，23⑵：36-39

テクニカルニュース［牛の疾病］Neospora caninumと
牛ペスチウイルス感染をした牛群における流産の発生 伊 東 登 臨床獣医

2005．2，23⑵：61

子牛の壊死性腸炎

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
岡 本 実
et al

臨床獣医
2005．3，23⑶：43-47

テクニカルニュース［牛の疾病］下痢症状を示す新生子
牛の代謝性アシドーシスおよび予後に対するＤ乳酸塩
の影響

伊 東 登 臨床獣医
2005．3，23⑶：70

子牛の急性下痢症

田 口 清
小 岩 政 照
富 樫 直
酒 見 蓉 子

臨床獣医
2005．4，23⑷：52-55

テクニカルニュース［牛の疾病］牛の第四胃左方変位整
復手術後における第四胃，十二指腸筋電図により認め
られたインスリン抵抗性および第四胃運動異常

伊 東 登 臨床獣医
2005．4，23⑷：71

難治性下痢子牛にみられた代謝性アルカローシス

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．5，23⑸：34-38

テクニカルニュース［牛の疾病］食肉処理場における糞
便と肉牛と体における Cryptosporidiumの汚染状況
と特徴

伊 東 登 臨床獣医
2005．5，23⑸：60

ホルスタイン種の虚弱子症候群

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．6，23⑹：30-33

テクニカルニュース［牛の疾病］カナダ・サスカチワン
州の乳牛における牛白血病ウイルス，牛ウイルス性下
痢ウイルス，ヨーネ菌，ネオスポラ・カニナムに対す
る抗体の血清罹患率

伊 東 登 臨床獣医
2005．6，23⑹：63

168 学 術 研 究 発 表 集 録



育成牛の第四胃捻転

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．7，23⑺：34-39

テクニカルニュース［牛の疾病］めん羊に関連した皮膚
型悪性カタル熱の2症例 伊 東 登 臨床獣医

2005．7，23⑺：60

育成牛の潰瘍性大腸炎

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
岡 本 実
et al

臨床獣医
2005．8，23⑻：35-39

テクニカルニュース［牛の疾病］陸上輸送による乳牛子
牛のストレスに対する信頼性の高い指標としての抗酸
化能

伊 東 登 臨床獣医
2005．8，23⑻：62

子牛の急性呼吸不全

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．9，23⑼：34-39

テクニカルニュース［牛の疾病］泌乳期と乾乳期におけ
る搾乳牛の骨代謝回転に関する生化学的マーカー 伊 東 登 臨床獣医

2005．9，23⑼：63

皮下気腫を併発した呼吸不全

田 口 清
小 岩 政 照
酒 見 蓉 子
et al

臨床獣医
2005．10，23⑽：34-38

テクニカルニュース［牛の疾病］新生子牛に対するアン
ピシリン・スルバクタム合剤の静脈内および筋肉内投
与後の薬物動態

伊 東 登 臨床獣医
2005．10，23⑽：59

壊死性肺炎を併発した育成牛の糖尿病

田 口 清
酒 見 蓉 子
小 岩 政 照
岡 本 実
et al

臨床獣医
2005．11，23 ：32-37

テクニカルニュース［牛の疾病］子牛における第四胃運
動性と内容排出率に及ぼすエリスロマイシン，ネオス
チグミン，メトクロプラミドの影響の評価

伊 東 登 臨床獣医
2005．11，23 ：61

急性下痢子牛の治療と臨床スコア

田 口 清
小 岩 政 照
菅 原 明日香
酒 見 蓉 子

臨床獣医
2005．12，23 ：35-40

テクニカルニュース［牛の疾病］乳牛群における乳房内
への抗生物質注入後の Candia rugosa乳房炎の集団
発生

伊 東 登 臨床獣医
2005．12，23 ：58
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著 書

The Relationship between Canal Environment and Urban Residents’Lives:The Case of the Canals of Central Kanazawa City  A.Yamashita
 

Y.Murayama and Guoqing Du eds.“Cities in Global Perspective: Diversity and Transition”
2005．8，436-443

The metabolism of the fructooligosaccharides in onion bulbs:A comprehensive review
 

N.Shiomi N.Benkeblia S.Onodera
 

J.Appl.Glycosci.
2005．5，52：121-127

Nitrogen leaching from a timothy sward following application of anaerobically digested cattle slurry in Japan
 

T.Matsunaka T.Sawamoto H.Ishimura et al
 

The 20th int.grassland con gress
2005．6，571

-

実験講座＝家庭菜園の土を調べる 松 中 照 夫

一般市民のための土づくり講
座，酪農学園大学エクステン
ションセンター
2005．9，1-6

栄養・食糧学データハンドブック 塩 見 徳 夫 同文書院
2005．12

管理栄養士国家試験解説2006 鮫 島 邦 彦 メヂックメヂア社
2005．9

食感創造ハンドブック 中 村 邦 男
西成勝好他編，サイエンス
フォーラム
2005．4，177-183

新訂 食品機能論
鮫 島 邦 彦
塩 見 徳 夫
et al

五明紀春，田島 眞，三浦理
代編著，同文書院
2005．1，96-107，139-146

リモートセンシング技術と森林環境モニター 布 和 斯 尓
金 子 正 美

森林の科学，朝倉書店
2005．9，204-207

水産加工残滓から調製した魚醤油，とくに風味の特徴，
製造中に生じる残滓処理および風味改良法について 船 津 保 浩

坂口守彦，平田 孝監修，水
産資源の先進的有効利用法，
NTS
2005．7，201-217

草地に散布する堆きゅう肥の腐熟度を考える 松 中 照 夫

生産者のための土づくり講
座，酪農学園大学エクステン
ションセンター
2005．11，1-5

生物化学

小野寺 一 清
駒 野 徹
千 葉 誠 哉
水 野 重 樹
山 崎 信 行

朝倉書店
2005．4

世界の食文化 モンゴル 小長谷 有 紀
石 井 智 美

農山漁村文化協会
2005．6，108-154

雪片研究の背景，雪片観測法，雪片の諸特性

梶 川 正 弘
播磨屋 敏 生
松 尾 敬 世
et al

雪片の形成と融解―雪から雨
へ―，日本気象学会
2005．1，1-8，33-57

畑土壌からのＮ2Ｏ排出予測―DNDCモデルの適用と
改良― 澤 本 卓 治

波多野隆介，犬伏和之編，続・
環境負荷を予測する―モニタ
リングとモデリングの発展
―，博友社
2005．9，221-242
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食べ物と健康 食品と成分 鮫 島 邦 彦 知地英征編著，三共出版
2005．4，1-9，130-147

乳牛の繁殖成績低下の現状と課題 堂 地 修
デーリィ・ジャパン（臨時増
刊号）
2005．6，59-67

ニューフードサイエンス

小野寺 秀 一
塩 見 徳 夫
中 村 邦 男
竹 田 保 之
松 本 久美子
et al

鮫島邦彦，高橋史生編著，三
共出版
2005．4

乳肉卵の機能と利用

井 越 敬 司
太 田 能 之
竹 田 保 之
中 村 邦 男
et al

阿久澤良造，坂田亮一，島崎
敬一，服部昭仁編著，アイ・
ケイコーポレーション
2005．5，102-107，133-138，
146-158

醸造・食品加工の製造ラインと食用種子・畜産物・水
産物の手引き 食用作物―ライムギ 義 平 大 樹 発酵と醸造4，光琳

2005．12，130-136

Dairy Japanと私の50年 安 宅 一 夫
未来に続くミルクロード，
デーリィ・ジャパン社
2005．10，44-45

［総説］サイレージ調製技術の安定化―乳酸菌・酵素利
用― 安 宅 一 夫

目で見る飼料作物のすべて，
酪農総合研究所
2005．1，57-58

「三愛精神」と「健土健民」の原点を訪ねて（上） 松 中 照 夫 酪農ジャーナル
2005．2，58⑵：30-32

「三愛精神」と「健土健民」の原点を訪ねて（下） 松 中 照 夫 酪農ジャーナル
2005．3，58⑶：33-35

たくましい乳牛に仕上げる育成の科学と技術 岡 本 全 弘
田 口 清

岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3

胎子の成長 堂 地 修
岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3，20-24

誕生の生理と難産対策 堂 地 修
岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3，25-30

初めての人工授精と胚移植 堂 地 修
岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3，123-131

初妊娠牛の生理と流産 堂 地 修
岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3，132-135

春機発動 堂 地 修
岡本全弘監修，酪農ジャーナ
ル（臨時増刊号）
2005．3，136

CAC BENH BO SUA VA VE SINH SUA  Y.Muramatsu
ベトナム国立獣医学研究所
編，日本国際協力機構
2005．1，63-80

Changes in leucocyte surface receptor expression and functional responses in dairy cows with Sta phylococcus aureus infection

 

H.Nagahata H.Higuchi M.Nakamura K.Yayou et al
 

Mastitis in dairy production
2005．9，155-158-
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わが国における Babesiamicroti感染症 辻 正 義 Med.Technol.,医歯薬出版
2005．4，338-340

牛の解剖アトラス 第1版
竹 花 一 成
植 田 弘 美
保 坂 善 真

チクサン出版社
2005．3

広範囲 血液・尿科学検査 免疫学的検査？ その数
値をどう読むか― 免疫学的検査 Ｅ．非ウイルス
性感染症関連検査 エキノコックス症 Echinococ cosis

福 本 真一郎 日本臨床
2005．3，63⑺：280-281-

獣医衛生学

田 村 豊
鎌 田 信 一
押 田 敏 雄
永 幡 肇
et al

文永堂出版
2005．4，17-19，129-157

獣医公衆衛生学 第2版 田 村 豊 勝部泰次編，学窓社
2005．9，281-292

獣医内科学（大動物編）

田 口 清
佐 藤 博
永 幡 肇
及 川 伸

川村清市，内藤善久，前出吉
光監修，文永堂出版
2005．5

動物地理の自然史 浅 川 満 彦 北海道大学図書刊行会
2005．4

動物用水産用医薬品の適正使用に向けて
田 村 豊
貝 塚 一 郎
et al

日本獣医師会
2005．8，43-46

「ヒルズクリニカルケースレポート」2004歯周病

中 出 哲 也
星 史 雄
伊 藤 博
茅 沼 秀 樹
et al

日本ヒルズ・コルゲート
2005．12，39-47

麻酔前投薬に用いる薬物 山 下 和 人 大日本住友製薬
2005．11

酪農場の防疫；バイオセキュリティー

永 幡 肇
及 川 伸
桐 澤 力 雄
樋 口 豪 紀
et al

永幡 肇編著，酪総研選書，
酪農総合研究所
2005．2，82

酪農畜産家のための臨床家畜解剖学 伊 東 登 チクサン出版
2005．5，1-61

臨床獣医行動学の最新情報 内 田 佳 子 獣医臨床シリーズ，学窓社
2005．4
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